
50周年記念特集　◇各地域協議会のあゆみ◇

１　川崎市の概要

　神奈川県の北東部に位置し、多摩川を挟んで東京

都と隣接しています。横浜市と東京都に挟まれた、

細長い地形です。全国的に人口が減少する中、川崎

市の人口は増加を続け、平成29年4月には150万人

を突破しました。

　併せて青少年の人口も増加し、青少年指導員の役

割はますます重要になってきています。

２　川崎市協議会のあゆみ

　川崎市青少年指導員制度は、昭和39年７月に発

足し、平成30年で54年になります。地域社会で青

少年の健全な育成活動を積極的に推進するため、町

内会・自治会等地域の自治組織、子ども会などの青

少年団体、青少年関係機関、さらにはスポーツ推進

委員、民生委員児童委員など地域の青少年指導者と

連携をとりながら、地域社会全体で子ども・若者を

見守り、育てる推進役として活動しています。

３　活動について

　川崎市青少年指導員は、市長及び県知事から委嘱

を受け、各地域でレクリエーションやイベント等を

通じた青少年の健全育成活動や、青少年に対し愛の

声掛けを行う地域巡回パトロール、青少年指導員の

資質向上及び交流を図るための研修会などを行って

います。

　地域における活動が中心となるため、区または地

区ごとに連絡協議会を組織し、子ども会やＰＴＡな

ど、地域の青少年関係団体と連携を図りながら、そ

れぞれ地域の特色を活かした活動を行っています。
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レクリエーションやイベン

トを開催し、青少年の情操を

豊かにする健全育成活動を

行っています。

「こんにちは」「早く帰る

んだよ」など、『愛の一声』

を掛け、青少年及び地域住民

との信頼関係を深めています。

地域に根付いた活動として、

町内（自治）会や子ども会と連

携し、お祭りなどのイベントで

も活躍しています。

指導員の資質向上と指導員

同士の交流を図るため、市・

区・地区単位で特色ある研修

会を企画・開催しています。
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私は、50周年を迎えるにあたり、

ボランティア活動の実践を通して共

に支え合う地域社会づくりに貢献で

きたことを感謝したいと思います。

今後も青少年の健全育成のために、

地域の中で大人と子どもの顔が見え

る関係づくりを推進してまいります。
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